
 

＜解答類型と分析＞ 

解答類型 類型を判断する条件 （想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ ⑴でアを選択し、⑵でウを選択している ⑴ア ⑵ウ 

２  ⑴でアを選択しているが、⑵でウ以外を選択している ⑴ア ⑵イ 

３  ⑴でア以外を選択しているが、⑵でウを選択している ⑴イ ⑵ウ 

９  上記以外の解答 上記以外 

０  無解答 ― 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「見いだす」…課題を明確にする 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

３年 １ 選択式 ３分 易・普通・難 

 

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・３年） 

個票への記述 

目てきに合わせて、しりょうを正しく読み取ることができています。これからも、しりょうからわかった

ことを使って、クラスやグループで行う活動をどのようにすすめていくかを考えていきましょう。 

目てきに合わせて、しりょうを読み取ろうとしています。しりょうからわかったことを友だちと話し合う

ことで、より正しくしりょうを読み取ることができます。これからも友だちときょう力して学習をすすめ

ていきましょう。 

目てきに合わせて、しりょうを読み取ろうとしています。しりょうからわかったことを友だちと話し合う

ことで、より正しくしりょうを読み取ることができます。これからも友だちときょう力して学習をすすめ

ていきましょう。 

目てきに合ったしりょうを読み取ることで、これからクラスやグループで行う活動をどのようにして 

いくかを考えることができます。しりょうからわかったことを友だちとつたえ合うようにしましょう。 

ひつようなしりょうをえらんで、しりょうからわかったことをみんなで考えることで、これからの活動の 

目的が、よりはっきりとします。これからの学習でも、しりょうをよく見て、わかったことを友だちと

つたえ合うとよいでしょう。 

 

 

 

目的に応じた資料の読み取りを繰り返し行うことで、データを基に

決定するための基礎が養われます。目的に応じてデータを整理し、 

判断する機会を学習の中で設定するとよいでしょう。 

 資料をもとにして、昨年度のふれあいまつりに参加した人の年齢層を読み取る

ことができるかをみる。 



 

＜解答類型と分析＞ 

解答類型 類型を判断する条件 （想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ 
グラフを読み取ることができ、会話文の内容から相応し
い言葉を選ぶことができている。 

ア ① 

イ ③ 

２  グラフは読み取れているが、会話文の内容から相応しい
言葉を選ぶことができていない。 

ア ① 

イ 上記以外 

３  会話文に相応しい言葉を選ぶことはできているが、正し
いグラフの読み取りができていない。 

ア 上記以外 

イ ③ 

９  上記以外の解答 上記以外 

０  無解答 ― 

＜出題のねらい＞ 

 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「見いだす」…課題を明確にする。 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

３年 ２（１） 選択式 ３分 易・普通・難 

 

 

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・３年） 

個票への記述 

グラフを正しく読み取ることができています。また、クラスの活動の目てきを考えて、言葉をえらぶこと

ができています。その調子で、グラフの中から目てきに合ったものをえらんだり使ったりしていきま 

しょう。 

グラフを正しく読み取ることができています。 

かだいや目てきを考えて、グラフから読み取ったことを使うようにすることが大切です。イについては、

クラスの目てきを考えて、えらんでみましょう。 

グラフは、○の数やぼうの長さで、その多さや少なさを読み取ります。そこに目をむけてグラフを読み 

取るようにしましょう。 

グラフは、○の数やぼうの長さで、その多さや少なさを読み取ります。また、かだいや目てきを考えて、

グラフから読み取ったことを使うようにすることが大切です。そこに気をつけてグラフを読み取るように

しましょう。 

グラフは、○の数やぼうの長さで、その多さや少なさを読み取ります。また、かだいや目てきを考えて、

グラフから読み取ったことを使うようにすることが大切です。そこに気をつけてグラフを読み取るように

しましょう。 

 

  日々の学習の中で、課題解決のために必要な情報を収集し、その情報を活用しながら 

自分の力でまとめや結論につなげるという活動を繰り返すことで、児童の課題解決能力

を養うことができます。その流れの中で、「広げ深める」での話し合いを、収集した情報を 

もとに課題を解決することを目的としたものに改善していきましょう。児童同士の話し合い 

が活発で効果的なものになるでしょう。 

 

グラフから適切に情報を読み取ることができるかどうかをみる。また、その情報を目

的に応じて活用することができるかどうかをみる。 



 

＜解答類型と分析＞ 

解答類型 類型を判断する条件 （想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ ③を選択している。 ③ 

２  ①を選択している。 ① 

３  ②を選択している。 ② 

４  ④を選択している。 ④ 

０  無解答 ― 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「見いだす」…課題を明確にする。 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

３年 ２（２） 選択式 ３分 易・普通・難 

 

 

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・３年） 

個票への記述 

グラフや文の中にあることや、前に出てきたことの中から答えるためにひつような内ようを見つけだ

し、正しく答えることができています。これからも、グラフや文などをしっかりと読み取り、問題にひ

つような内ようを使うことを心がけていきましょう。 

「自分たちがお店を出すためのじゅんびとしてふさわしくないもの」をえらびます。今回は、「自分たち

で育てたサツマイモを使う」ということを考えて答えましょう。前に出てきた内ようについても考えな

がら、問題をとくことを心がけましょう。 

「自分たちがお店を出すためのじゅんびとしてふさわしくないもの」をえらびます。今回は、「自分たち

で育てたサツマイモを使う」ということを考えて答えましょう。前に出てきた内ようについても考えな

がら、問題をとくことを心がけましょう。 

「自分たちがお店を出すためのじゅんびとしてふさわしくないもの」をえらびます。今回は、「自分たち

で育てたサツマイモを使う」ということを考えて答えましょう。前に出てきた内ようについても考えな

がら、問題をとくことを心がけましょう。 

「自分たちがお店を出すためのじゅんびとしてふさわしくないもの」をえらびます。今回は、「自分たち

で育てたサツマイモを使う」ということを考えて答えましょう。前に出てきた内ようについても考えな

がら、問題をとくことを心がけましょう。 

 

日々の学習の中で、課題解決のために必要な情報を収集し、その情報を活用しながら 

自分の力でまとめや結論につなげるという活動を繰り返すことで、児童の課題解決能力

を養うことができます。個々に導き出したまとめや結論の根拠・理由をもとにして話合いを

することで、児童同士の話し合いが活発で効果的なものになるでしょう。 

 

場面の状況や情報からわかることをもとに、必要な内容を選択することができるかど
うかをみる。 



 

＜解答類型と分析＞ 

解答類型 類型を判断する条件 （想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ ア を選択している。 ア 

２  イ を選択している。 イ 

３  ウ を選択している。 ウ 

０  無解答 ― 

 

 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「自分で取り組む」… 情報を収集し調べたことをもとに、自分の考えを形成する。 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

３年 ３ 選択式 ６分 易・普通・難 

 

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・３年） 

個票への記述 

アからウまでのサツマイモをふくろに入れた場合の、それぞれの重さの合計を正かくに計算することがで

きました。それぞれの重さと８００ｇを比べて、一番近い重さをえらぶことができています。 

３つのサツマイモをふくろに入れる場合の重さの合計や、８００ｇと比べた重さのちがいなどをもとにし

て、問題にあった重さを考えるようにしましょう。計算するときには、くりあがりやくりさがりに注意し

て計算するようにしましょう。 

３つのサツマイモをふくろに入れる場合の重さの合計や、８００ｇと比べた重さのちがいなどをもとにし

て、問題にあった重さを考えるようにしましょう。計算するときには、くりあがりやくりさがりに注意し

て計算するようにしましょう。 

３つのサツマイモをふくろに入れる場合の重さの合計や、８００ｇと比べた重さのちがいなどをもとにし

て、問題にあった重さを考えるようにしましょう。計算するときには、くりあがりやくりさがりに注意し

て計算するようにしましょう。 

 

日常生活を数理的にとらえ、数学的に処理することができる場面として、 
身に付けた資質・能力をどのように活用したらよいか、比較したり分析し 
たりして、主体的に考えられるよう、展開を工夫するように心がけましょう。 

３位数同士のたし算や引き算を使い、重さの合計と定められている重さとの差を 

求める。それをもとにして、一定の重さに最も近い重さがどれかを、判断することが 

できているかをみる。 



 

＜解答類型と分析＞ 

解答類型 類型を判断する条件 （想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ 

条件①、②を満たしているもの。 
正答の条件①：ならべ方①について、しりょう②、考え
方①を選んでいる。 
正答の条件②：ならべ方②について、しりょう①、考え
方②を選んでいる。 

ならべ方①：しりょう②、考え方① 

ならべ方②：しりょう①、考え方② 

２  正答の条件①を満たしているが、正答の条件②は満たし
ていない。 

ならべ方①：しりょう②、考え方① 

ならべ方②：しりょう②、考え方① 

３  正答の条件①を満たしていないが、正答の条件②は満た
している。 

ならべ方①：しりょう①、考え方② 

ならべ方②：しりょう①、考え方② 

９  上記以外の解答  

０  無解答 ― 

 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「自分で取り組む」… 情報を収集し調べたことをもとに、自分の考えを形成する。 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

３年 ４ 選択式 ２分 易・普通・難 

 

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・３年） 

個票への記述 

調べたじょうほうをもとにして、自分の考えの根きょをしめすことができています。これからも、「なぜ自

分がそう考えたのか」をしりょうをもとにせつ明できるようにしましょう。 

考えの理由となるのにふさわしいしりょうをえらべるように、ふだんのじゅ業でも自分の考えをもち、 

自分が「なぜそう考えたのか」を考えるようにしていきましょう。 

考えの理由となるのにふさわしいしりょうをえらべるように、ふだんのじゅ業でも自分の考えをもち、 

自分が「なぜそう考えたのか」を考えるようにしていきましょう。 

考えの理由となるのにふさわしいしりょうをえらべるように、ふだんの授業でも自分の考えをもち、 

自分が「なぜそう考えたのか」を考えるようにしていきましょう。 

しりょうの一つ一つにどのようなことがかかれているのかを考えたり、かかれていることをくらべたりす

ることをふだんのじゅ業の中で取り組んでみましょう。 

 

自分の考えや意見の根拠をもたせることが大切です。また、相手意識をもったり、
目的を明確にしたりすることで、自分の考えや意見が洗練されていきます。 
学級やグループでの話合いがうまくいかない時には、相手意識や目的、根拠に

立ち戻るように指導するとよいでしょう。 

商品の並べ方の案について、根拠となる資料や考え方を適切に関連づけたり、資料や
考えの共通点や差異点を見いだせたりしているかどうかをみる。 



 

＜解答類型と分析＞ 

解答類型 類型を判断する条件 （想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ （１）に２、（２）に２０を入力している。 
（１） ２ 

（２）２０ 

２  （１）に１、（２）に２０を入力している。 
（１） １ 

（２）２０ 

３  （１）に２，（２）に１０を入力している。 
（１） ２ 

（２）１０ 

４  （１）に１、（２）に８０を入力している。 
（１） １ 

（２）８０ 

９  （１）に上記以外、（２）に上記以外を入力している。 
（１）上記以外 

（２）上記以外 

０  無解答 ― 

 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「自分で取り組み」… 情報を収集し調べる 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

３年 ５ 短答式 ２分 易・普通・難 

 

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・３年） 

個票への記述 

時間の進み方を理かいして、正しく時こくをもとめることができています。これからもふだんの生活で 
時間や時こくをいしきして生活をしていきましょう。 

時間の進み方を考えて、時こくをもとめようとすることができました。 
時計をイメージして長いはりが「１２」になると、１時間進むことをおぼえて問題に取り組むとよいでし
ょう。 

時間の進み方を考えて、時こくをもとめようとすることができました。 
時計の長いはりが「１２」をすぎるときの時こくや時間をもとめる練習をしていくとよいでしょう。 

時間の進み方を考えて、時こくをもとめようとすることができました。 
時計の長いはりが「１２」をすぎるときの時こくや時間をもとめる練習をしていきましょう。 

ふだんの生活の中で、時こくや時間を求めるときには、時計をイメージしたり、数直線を使ったりして考
えるとよいです。特に時計をイメージしたとき、長いはりが「１２」をすぎると時間が進むということを
おぼえておきましょう。また、「１時間は６０分」であることもおぼえておきましょう。 

時こくや時間をもとめるときには、時計をイメージしたり、数直線を使ったりして考えるとよいです。生
活の中で時こくや時間をもとめる場面は多いので、正しくもとめることができるように練習をしていきま
しょう。 

 

日常生活の中で、時間の経過を捉えて時刻や時間を求めることができる
ようになることは大切なことです。特に、時計の長針が１周を超える場合や正
時（毎時ちょうどの時刻）をまたぐ場合の時刻や時間を求める際には、模型
の時計の針の動きを観察したり、数直線上の目盛りやその間について観察
したりすることを通して考えさせることが大切です。学校生活の中で、時刻や
時間を求める場面を意識的につくっていきましょう。 

日常生活における時間の経過をとらえて、問われている時刻について正しく答えること
ができるかどうかをみる。 



 

＜解答類型と分析＞ 

解答類型 類型を判断する条件 （想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ 
話合いの内容に基づき育てたサツマイモのよさを２つ見
つけ、その言葉を用いて適切に表現することができてい
る。 

あまくておいしい 

あまい、おいしい 

あまくてとてもおいしい 

２  
話合いの内容に基づき育てたサツマイモのよさを１つ見
つけ、その言葉を用いて適切に表現することができてい
る。 

あまくてほくほく 

おいしいべにあずま 

３  
話合いの内容に基づき育てたサツマイモのよさを見つけ
ているが、問題に適した文字数で表現することができて
いない。 

あまい 

おいしい 

４  会話文をもとに、条件を満たす言葉を考えることはでき
ているが、入力に誤りがある。 

あまきておしい 

あいしい 

５  会話文をもとにしているが、参照している箇所が異な
る。 

できがよい 

べにあずま、おまけつき 

９  上記以外の解答 
回答した内容が、問題とは無関係の言葉になっている 

ほくほくしっとり 

０  無解答 ― 

＜出題のねらい＞ 

 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「広げ深める」… 友達と互いに学び合う 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

３年 ６ 記述式 ４分 易・普通・難 

 

 

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・３年） 

個票への記述 

話し合いの内ようから、育てたサツマイモのよさを２つ見つけることができました。キーボードを使っ
て、正しく入力することもできています。 

キーボードを使って、入力することができました。話し合いの中では、育てたサツマイモのよさが２つ
あげられています。問題文でしめされている文字数に合わせて、言葉を考えるようにしましょう。 

話し合いから、サツマイモのよさを考えることができました。問題をよく読み、指定された文字数で答
えるようにしましょう。 

話し合いの内ようから、育てたサツマイモのよさを見つけることができています。キーボードを使って
入力した後に、正しく表現できているかたしかめるようにしましょう。 

キーボードを使って、入力することができました。話し合いの中の「味をつたえたらどうかな。」という
意見があります。「食べてみた。」と言っている人が、サツマイモの味をどのようにつたえているかを 
たしかめるようにしましょう。 

話し合いの中では、「味をつたえたらどうかな。」という意見があります。「食べてみた。」と言っている
人が、サツマイモの味をどのようにつたえているかたしかめてみましょう。キーボードを使った入力に
もなれるようにしてみましょう。 

話し合いの中では、「味をつたえたらどうかな。」という意見があります。「食べてみた。」と言っている
人が、サツマイモの味をどのようにつたえているかたしかめてみましょう。キーボードを使った入力に
もなれるようにしてみましょう。 

 

児童同士の話合いにおいて、互いの考えを認め合い、みんなが納得する 
結論を出せるように、また、話合いの要点を意識できるように支援することを
心がけましょう。 

のぼり旗に付け加える言葉を話し合う中で、２人の児童が試食した感想を 6文字 

から 11文字の範囲で短い言葉にまとめるとともに、言葉を適切に入力できるかをみる。 



 

＜解答類型と分析＞ 

解答類型 類型を判断する条件 （想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ 作り直した動画（動画②）を見て、そのねらい（イ）と、
ねらいに合った方法（カ）を選択できている。 

ねらい：イ  

方 法：カ 

２  作り直すポイントとなるねらい（イ）は理解している
が、そのねらいに合った方法が選択できていない。 

ねらい：イ  

方 法：カ以外 

３  
作り直した動画（動画②）を見て、どこが改善されてい
るかが読み取れている（カ）が、この動画で伝えたいこ
と（作成のねらい）が理解できていない。 

ねらい：イ以外 

方 法： カ 

４  
作り直すねらいとそのための方法のつながりは考えられ
ているが、友達の意見から「作り方がわかりやすく」す
ることが理解できていない。 

ねらい：ア 方法：オ 

ねらい：ウ 方法：キ 

ねらい：エ 方法：ク 

９  上記以外の解答 
ねらい：ア,ウ,エ 

方 法：オ,キ,ク 

０  無解答 ― 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「広げ深める」… 自分の考えを伝える・友達と互いに学び合う。 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

３年 ７ 選択式 ４分 易・普通・難 

 

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・３年） 

個票への記述 

友だちの考えを聞いて、新たな考えに気づいたり、より深く理かいしたりすることができています。これ

からもどうすればよりよくなるか、友だちとともに考え、学んでいきましょう。 

作り直した動画を見て、動画を作るねらいを理かいし、友だちの意見をもとにどうすればよりよいものに

なるか、考えようとすることができています。しりょうをよく見て、活動に生かせるヒントやひつような

ことをさがせるとよいでしょう。 

作り直した動画を見て、どこがよくなっているのかを読み取ることができています。活動のと中でどうす

ればよいかまよったら、ねらい（何のために作っているのか）にもどって話し合ったり考えたりしてみま

しょう。 

作り直すねらいとそれをたっせいするための方法のつながりは、しっかりと考えることができています。

ほかのグループの友だちからの意見をもとに、作り直すことになったねらいを大切に考えてみましょう。 

ほかのグループからの意見は、自分たちでは気がつかなかった新たな考えに気づくヒントとなります。あ

たえられたしりょうや動画から、活動に生かせるヒントはないか、考えられるとよいでしょう。 

動画を使ってつたえたいことは何かを自分なりに考えてみましょう。自分の考えたことをつたえることを

つづけていきましょう。 

 

 動画の視聴や作成は、資料として効果的ですし、児童が意欲的に取り組む
学習活動となります。そのメリットとデメリットを考慮し、組み入れていくとよい

でしょう。また、学習の過程で、作ったものを見直したり友達と見合って意見を

もらったりする活動は対話的な深い学びを引き出すチャンスとなります。話合

いでは、目的やねらい、相手を意識させ、伝えたいことは何かなど視点をしっ

かりもたせると、多様な意見からよりよい解決策がみえてくるでしょう。 

作り直した動画を見て、どのような話し合いがなされた結果そうなったかを読み取
ることができるかをみる。 



 

＜解答類型と分析＞ 

解答類型 類型を判断する条件 （想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ （１）でウを、（２）でアを選択している。 
（１）ウ 

（２）ア 

２  （１）でウを、（２）でア以外を選択している。 
（１）ウ 

（２）ア以外 

３  （１）でウ以外を、（２）でアを選択している。 
（１）ウ以外 

（２）ア 

９  上記以外の解答 
（１）ウ以外 

（２）ア以外 

０  無解答 ― 

 

＜出題のねらい＞ 

 

 

 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「まとめあげる」… 思考の過程を振り返る 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

 

 

 

 

 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

３年 ８ 選択式 ３分 易・普通・難 

 

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・３年） 

個票への記述 

「学習のめあて」を意しきして学習をふり返る力が身についています。いろいろな教科でも「めあて」を

意しきして学習に取り組んでいきましょう。 

サツマイモを「全部売るためのくふう」については、考えることができました。 

いつも「学習のめあて」が何だったか考えて学習することで、その時間で身につける力や学習をふり返る

力が身についてきます。「学習のめあて」を意しきして学習をしていきましょう。 

みんなで「きょう力すること」については、考えることができました。 

いつも「学習のめあて」が何だったか考えて学習することで、その時間で身につける力や学習をふり返る

力が身についてきます。「学習のめあて」を意しきして学習をしていきましょう。 

いつも「学習のめあて」を考えて学習することが大切です。そうすることで、その時間で身につける力や

学習をふり返る力が身についてきます。 

いつも「学習のめあて」を考えて学習することが大切です。そうすることで、その時間で身につける力や

学習をふり返る力が身についてきます。 

 

単元全体に関わる学習のめあてを、児童と教師が常に意識して学習を進

めていくことが大切です。また、単元の終末では、学習した内容を振り返り、

次の問題発見・解決につなげていくことで、深い学びが図られます。 

「学習のめあて」の振り返りの質問項目を考えることで、単元全体を通して、自分たち

の考えためあてを意識して活動することができているかどうかをみる。 


